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1Ea-5 蛍光剤による衣料変色ﾄﾗﾌﾞﾙに対する洗剤かうの対応
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〔目的〕家庭洗濯の中で洗剤の蛍光剤による衣料変色ﾄﾗﾌﾞﾙは毎年繰り返し発生している。

このﾄﾗﾌﾞﾙ解決のために，『蛍光剤処理されていない衣料』とr蛍光剤配合洗剤』の組合せ

による洗濯を防止することが必要であり，洗剤ﾒｰﾄに対しては①見やすく分かり易い表示

②無蛍光洗剤のｱﾋﾟ-ﾙ③無蛍光洗剤の製造･販売等が望まれている1)。

そこで，これうに対する洗剤からの現状での対応や今後の課題について考察･した。

　〔方法〕市販の洗剤について表示の比較・検討及び，洗剤と衣料の組合せによる影響につ

いて試験を行った。さらに，消費者相談の内容について，当社のｼｽ銘を用いて解析した。

　〔結果〕①洗剤の表示を比較すると，すべての蛍光剤配合洗剤には，家庭用品品質表示法

により，蛍光剤を配合している旨の表示がある。また，任意表示の部分に注意表示がある

が各洗剤により違いが見られ，変色を受ける衣料の具体的な色や変色の理由等が表示して

あるものがあり，好ましいと考えられる。一方無蛍光洗剤には，任意表示だが「無印光」

の表示が明記されている。②この変色に関する相談件数は減少傾向にある。この減少理由

の一因として，洗剤の表示を分かり易＜したことや衣料の表示の充実等が考えられる。

③無蛍光洗剤を使って家庭で衣料の洗濯を繰り返した結果，洗濯時に衣料の仕分けが充分

になされていない場合，蛍光剤の付いていなかった衣料に蛍光剤の移染が見うれた。

このﾄﾗﾌﾞﾙの抜本的解決のために，今後とも衣料や洗剤ﾒｰﾄが協力して，より見やすく分か

り易い表示による伝達（消費者啓発）等が重要と考えうれる。
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　一最近の洗濯機・乾燥機の変化と柔軟仕上げ剤の適合性についてー
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Ｅ目的］演者らは、これまで、急速に伸展してきた全自動洗濯機の機能に着目して、洗剤

との適合性につき報告してきた。一方、大容量・多機能洗丿輩機の登鳩により、ウールやシ

ルク製品等家庭洗濯される対象衣料が拡がったり、まとめて大量に柔軟仕上げされる機会

も増加する等仕上げの領域でも様々な影響が生じている。そこで、本報､では、従来の洗浄

性に関する検討に加えて、家庭洗濯における柔軟仕上げの実態を把握するとともに、最近

の洗濯機・乾燥機における適切な柔軟仕上げ方法について検討した。

［方法］最近の洗濯実態綱査を踏まえて、各種衣料（綿、化繊、毛、絹）について、浴比

や柔軟剤の濃度、投入時期などを変化させて柔軟性を調べた。柔軟性の評価は、洗濯機に

おける柔軟処理・未処理および乾燥機における柔軟処理（シート型柔軟剤使用）・未処理

をそれぞれ行い、シェツフェの一対比較による官能評価と剛軟度測定により求めた。

　［結果］全自動洗濯機では、洗剤が標準使用量より過多だったり、被洗物量が多すぎると

、２回目のすすぎ液中のアニオン量が多く、柔軟剤の主成分であるカチオン界面活性剤と

複合体を形成し、柔軟効果が十分に発揮されない現象が認められた。また、浴比が小さく

なるに伴い、柔軟性は低下する傾向を示し、特に、浴比が20を下まわると顕著であること

が分かった。これは、主に、衣料重量あたりの柔軟剤使用量が滅少することに起因してお

り、使用量につやては、実態を考慮して、現行の水量換算から被洗物重量に応じた使用量

の検討を進める必要がある。このほか、衣料用乾燥機を用いた時の柔軟効果についても、

検討を加えた。
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